
学習項目 4 3 2 1
「シナリオとの
対話」
問題のとらえ方

シナリオの多声性を
理解し、総合的に問
題をとらえることが
できる。

シナリオの多声性を
理解し、分析的に問
題をとらえることが
できる。

シナリオの多声性
に気づいている。

単声的に捉えてい
る。

「シナリオとの
対話」
文脈性

問題の複雑性の
捉え直し

問題の多種多様な文
脈要因を認識し、問
題解決しようとして
いる。

問題の多種多様な文
脈要因に気づいてい
る。

文脈を意識してい
る。

文脈を単声的に捉
えている。

「他者との対
話」
他者理解

ガイディングクエス
チョンに即して、他
者の意見を理解しな
がら、事象を解釈す
ることができる。

ガイディングクエス
チョンに即して、事
象を解釈しながら自
分の意見を述べるこ
とできる。

ガイディングクエ
スチョンに対する
自身と他者の意見
の相違に気づいて
いる。

ガイディングクエ
スチョンに対して、
自分の意見を述べ
ることができる。

「他者と自己と
の対話」
相対化

自己や他者の考えを
適切に分析し、対話
の文脈を重視してい
る。

自己や他者の考えを
対話の文脈内で意識
している。

自分の経験を相対
化しようとしてい
る。

自分の経験で文脈
を理解しようとし
ている。

「学習の統合」
普遍化
自分化

複数の分野・領域を
統合させて、新たな
課題を提示できる。

複数の分野・領域を
意識して課題を解決
している。

他の分野・領域と
のつながりを意識
している。

他の分野・領域へ
の関心が低い。

「観の変容」 他者の観を理解し、
自らの観を再認識し、
変容を自覚できる。

対話を通して、他者
の観と自らの観の相
違を認識できる。

対話を通して、自
らの観を意識し、
形式化できる。

対話を通して、自
らの観に暗黙的に
気づいている。

対話的事例シナリオのルーブリック（全体）


